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本論文は、寛永期から寛文期まで、すなわち 1620 年代から 1660 年代にいたる時期において、幕府が天皇・朝廷を
いかに位置づけようとしたのか、またそれに対して、天皇・朝廷が自らをし、かに位置づけようとしたのかを解明した


















第三部「十七世紀日本の皇位と『叡慮、~ J (第一・二章)は、天皇の葬送儀礼と天皇の意志( r叡慮、J )を分析し、
後光明天皇後の幕府による皇位・ 「叡慮」把握を検証したものである。第一章「近世天皇葬送儀礼の確立と皇位」で











第二は、寛永 6 年 (1629) の後水尾天皇の突然の譲位が、その後の幕府の対天皇・朝廷政策のあり方を規定したと
いう認識のもとに、後光明天皇段階を幕府の天皇・朝廷監視システムが完成し、有効に機能した段階と位置づけたこ
とである。
第三は、朝幕関係、を単なる統制や抵抗の関係、ととらえず、両者の聞に存在した意志疎通システムを明らかにすると
ともに、朝幕関係、を分析する際の新たな視点を導入したことである。
第四は、良質の一次史料を博捜し、大臣任官過程や天皇の譲位・即位儀式、また葬送儀礼などの実態を詳細に描き
出したことである。これらの描写は見事で、従来知られていなかった多くの事実が明らかにされた。
以上のように、本論文は、幕藩体制確立期の天皇・朝廷研究に新生面を切り開いたものといえる。とはいえ、本論
文にも問題点がないわけではない。申請者は、政治史的手法を用いて天皇・朝廷の権能を検討するというが、政治的
背景の検討に不十分さを残したところもある。また、葬送儀礼の分析では、諒闇・殺生禁断など、さらに幅広い要素
を視野に入れた立論が望まれる。しかし、これらの問題点は、本論文の価値に較べれば、小さなものというべきであ
る。
よって、本論文を博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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